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市が目指すべき
将来像を考える

第２次かすみがうら市総合計画策定に向けて

～皆さんの意見 ・ 声をお聞かせください～

◦
基
本
的
調
査（
平
成
27
年
度
）

本
市
を
取
り
巻
く
状
況
や
住
民
の
意
向
な
ど
、

前
提
と
な
る
基
礎
的
な
条
件
の
把
握
と
整
理
を

行
い
ま
す
。

①
概
況
の
整
理
②
時
代
潮
流
・
社
会
経
済
情
勢

の
見
通
し
の
整
理
③
上
位
・
関
連
計
画
の
整
理

④
市
民
意
向
の
把
握
⑤
職
員
ア
ン
ケ
ー
ト

◦
基
本
構
想
の
策
定（
平
成
27
年
度
）

本
市
の
自
然
・
社
会
・
経
済
的
諸
条
件
を
勘

案
し
、
目
指
す
べ
き
将
来
像
と
将
来
指
標
な
ど

を
定
め
、
そ
れ
ら
を
実
現
さ
せ
る
た
め
の
基
本
的

な
施
策
の
大
綱
な
ど
を
定
め
ま
す
。

①
将
来
都
市
像
の
確
立
②
将
来
フ
レ
ー
ム
の
設

定
③
土
地
利
用
構
想
④
施
策
の
大
綱

◦
基
本
計
画
の
策
定（
平
成
28
年
度
）

①
前
期
基
本
計
画（
骨
子
案
）の
策
定
②
庁
内
に

お
け
る
調
整
・
検
討
③
前
期
基
本
計
画（
原
案
）

の
作
成
、
概
要
版（
原
案
）の
作
成

◦
計
画
書
・
概
要
版
の
製
本
・
印
刷

（
平
成
28
年
度
）

策
定
方
針

市 

で
は
、
平
成
19
年
３
月
に
平
成
28
年
度

を
目
標
年
次
と
す
る
か
す
み
が
う
ら
市

総
合
計
画
を
策
定
し
、
総
合
的
か
つ
計
画
的
な

行
政
の
運
営
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
次
年
度

に
計
画
期
間
の
満
了
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
平

成
29
年
度
以
降
の
長
期
的
な
展
望
を
示
し
、
か

す
み
が
う
ら
市
の
目
指
す
べ
き
将
来
像
を
実
現

す
る
た
め
の
行
政
運
営
の
指
針
と
し
て
、
第
２

次
か
す
み
が
う
ら
市
総
合
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

な
お
、
第
２
次
総
合
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、

平
成
31
年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と
し
て
策
定
を

予
定
し
て
い
る
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法

に
基
づ
く
、「
か
す
み
が
う
ら
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」

「
創
生
総
合
戦
略
」の
内
容
を
包
含
し
た
計
画
と

し
て
策
定
し
ま
す
。

策
定
の
目
的

計 

画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
市
民
参
加

型
の
話わ

い

わ

い

囲
輪
囲
カ
フ
ェ
や
市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト（
意
見
公
募
）な
ど
を

実
施
し
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
意
見
や
ニ
ー
ズ
を
把

握
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
意
見
を
取
り
入
れ
な
が

ら
、
専
門
部
会
と
総
合
計
画
策
定
委
員
会
で
整

合
し
た
計
画
を
、
総
合
計
画
審
査
会
に
諮
問
し

答
申
を
求
め
ま
す
。
そ
の
後
、
市
議
会
に
提
案

し
審
議
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◦
専
門
部
会（
５
分
野
）

基
本
構
想
・
基
本
計
画
の
策
定
に
必
要
な
各

種
デ
ー
タ
・
資
料
の
収
集
と
整
理
、
素
案
の
作
成
、

各
分
野
の
専
門
事
項
の
調
整
を
行
う
と
と
も
に

各
種
関
連
計
画
な
ど
と
の
整
合
を
図
り
ま
す
。

◦
総
合
計
画
策
定
委
員
会

各
専
門
分
野
に
お
い
て
調
整
さ
れ
た
素
案
に

つ
い
て
、
必
要
事
項
の
調
整
・
協
議
を
行
い
、
計

画
全
体
の
整
合
を
図
り
ま
す
。

◦
総
合
計
画
審
議
会

基
本
構
想
・
基
本
計
画（
案
）に
つ
い
て
の
諮
問

に
対
し
て
、
市
民
の
総
意
を
反
映
し
た
計
画
と

す
る
た
め
の
答
申
を
行
い
ま
す
。

策
定
体
制

➡➡➡

11 
月
14
日
、
あ
じ
さ
い
館
で
市
民
の

方
々
に
ま
ち
の
将
来
を
語
っ
て
も
ら
う

話わ

い

わ

い

囲
輪
囲
カ
フ
ェ
を
開
催
し
ま
し
た
。
市
総
合
計

画
策
定
に
当
た
り
、
若
い
世
代
の
考
え
方
を
反

映
さ
せ
よ
う
と
企
画
し
た
も
の
で
、
高
校
生
か
ら

40
代
ま
で
の
男
女
約
30
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
６
つ
の
テ
ー
ブ
ル
に
分
か
れ
、「
将

来
の
ま
ち
・
私
」「
市
の
よ
く
し
た
い
と
こ
ろ
」「
こ

ん
な
こ
と
を
し
た
い
」「
市
の
未
来
キ
ー
ワ
ー
ド
」

の
４
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
カ
フ
ェ
感
覚
で
気
軽
に
話

し
合
い
、
班
ご
と
の
考
え
を
ま
と
め
ま
し
た
。

「
住
み
や
す
い
ま
ち
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
」「
交

通
の
便
を
良
く
し
た
い
」「
文
化
財
、
特
産
物
の

Ｐ
Ｒ
で
観
光
に
つ
な
げ
る
こ
と
も
大
切
だ
が
、
そ

れ
以
上
に
定
住
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
し
た
い
」

な
ど
、
各
班
か
ら
発
表
さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
ご

意
見
は
、
若
い
世
代
か
ら
の
声
と
し
て
総
合
計

画
に
反
映
し
て
い
き
ま
す
。

◆アンケート集計

配付数

▲ ▲ ▲

２５００票

有効回収票

▲ ▲ ▲

８３９票

回収率

▲ ▲ ▲

33.56％

調査回答者

かすみがうら市の住みやすさ

かすみがうら市の住み

やすさについての満足度

は比較的高く、 「住みや

すい」 「どちらかといえば

住みやすい」という回答

が合わせて 47.6％と半

数近くを占め、 前回より

2.1％増えています。

あなたの夢は市の未来
まちづくり交流会『話囲輪囲カフェ』

市
民
の
皆
さ
ま
の
声

ま
ち
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト

住みやすい

どちらかといえば
住みやすいふつう

どちらかといえば
住みにくい

住みにくい
無回答

14.7％

32.9％36.6％

11.2％

3.8％
0.8％

性別

男性
46.7％

女性
52.7％

年齢

50歳代
21.5％

40歳代
16.1％

60歳代
23.0％

70歳以上
13.9％

30歳代
9.8％

20歳代
8.8％

10歳代
6.4％

無回答
0.5％

問まちづくり計画担当（千代田庁舎）

市 

の
総
合
計
画
を
策
定
す
る
に
当
た
り
、

市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
・
ご
提
案
を

生
か
せ
る
よ
う
、
市
内
在
住
の
16
歳
以
上
の
方

か
ら
無
作
為
抽
出
し
た
２
５
０
０
人
を
対
象
に
、

ま
ち
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ

の
結
果
は
、
計
画
策
定
の
基
礎
資
料
と
し
ま
す
。

ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

な
お
、
ま
ち
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
平
成
22

年
８
月
に
も
第
１
次
総
合
計
画
の
後
期
基
本
計

画
策
定
の
た
め
実
施
し
ま
し
た
。
内
容
に
よ
っ
て

は
、
今
回
と
前
回
の
結
果
を
比
較
し
た
説
明
を

記
載
し
て
い
る
部
分
が
あ
り
ま
す
。

無回答
0.6％
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「行政事務の簡素化・効率化」

が重要と考えている割合が前回

に比べ増えています。

行
政
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
や
行
政
改
革

行政事務の簡素化・効率化

職員の定員管理および
給与の適正化

財政の健全化

市内や周辺市町村などとの身近

な地域間の交流を重要と考えて

いる割合が高いようです。

各
種
交
流
事
業

地域コミュニティの交流促進

都市・農村交流の促進

周辺市町村との交流の促進

「働く男女のための育児・介護

休業制度の普及や支援体制の

強化」が重要という回答した方が

突出していました。

男
女
共
同
参
画

社
会
の
形
成

働く男女のための育児・介護休業
制度の普及や支援体制の強化

男女平等意識の啓発の推進

女性の職業意識の向上と就労の促進

後継者の育成が重要だという割

合がもっとも多く、 さらに商店街

の整備・活性化が重要だという

割合も前回に比べ増えています。

産

業

振

興

後継者の育成

地場産業の振興

商店街の整備・活性化

小・中学校の教育の充実が重

要という割合が前回同様、 特に

高いようです。

教

育

や

文

化

な

ど

小・中学校の教育の充実

小・中学校の施設の充実

学校と地域との連携の強化

地域全体で子どもを育てる環境

づくりが重要という割合が前回同

様もっとも多く、 ほかには保育所

などの充実が重要という割合が

増えています。

子
育
て
支
援

地域全体で子どもを育てる環境づくり

医療福祉制度の充実

保育所などの充実

救急医療体制が重要という割合

が前回同様もっとも多く、 ほかに

は福祉関係の充実が重要という

割合が増えています。

健

康

づ
く
り

や
福
祉
な
ど

救急医療体制の充実

福祉施設の整備・充実

在宅福祉など福祉サービスの充実

交通手段の整備が重要という意

見が前回より増えており、 バスな

どの整備が重要と考えられてい

ます。

居

住

環

境

な
ど
の
整

備

バスなどの交通手段の整備

水や緑など自然環境の保全

地域ぐるみでの防犯への取り組み

生活道路の整備、 さらに現在進

められている神立駅周辺の整備

が重要と考えられています。

都

市

基

盤

な
ど
の
整

備

生活道路の整備

街灯の整備

神立駅周辺の整備

15.8％

12.1％

14.5％

27.4％

13.6％

17.0％

23.1％

16.8％

19.6％

19.8％

16.1％

17.5％

26.3％

11.6％

17.4％

17.6％

12.3％

16.0％

52.2％

16.1％

18.4％

36.9％

15.5％

30.6％

19.0％

15.1％

18.8％

今後のまちづくりで重要なこと
（2 つ以内回答）上位 3項目を掲載

全般的に「普通」の割合が高い中で、 「地域ボランティ

ア」 「まちづくりに参加する機会」 「高齢者や障がい者

が暮らす環境」の満足度が低い結果となっています。

地域コミュニティ

全般的に「普通」から「やや不満」が多く、 なかでも「図

書館の施設や蔵書内容」への不満がやや多くなってい

ます。

教育や文化

「医療体制」や「高齢者・障がい者の福祉サービス」の

満足度がやや低いものの、 「各種検診などの健康対

策」の満足度は高くなっています。

健康づくりや福祉

「自然に関わる項目の満足度は高いものの、 「娯楽やレ

ジャー」 「バスの路線など交通網」への満足度は低く

なっています。

居住環境

「歩道やガードレールなどの交通安全対策」 「高齢者

や障がい者などに配慮した道路環境」の満足度が低

い一方、「上水道の整備」は満足度が高くなっています。

都市基盤

生活環境の満足度

総合的にみた都市基盤の満足度

かすみがうら市の将来像のイメージ 将来どのようなまちになってほしいか

自然

やすらぎ

環境

豊か

快適

健康

活気

福祉

ゆとり

調和

共生

元気

創造

文化

融和

協働

交流

その他

17.8％

11.4％

8.6％

8.5％

8.2％

7.5％

6.9％

6.3％

5.6％

5.0％

3.3％

3.2％

1.9％

1.7％

1.2％

1.1％

1.0％

0.8％

「自然」という言葉が、

男女や世代を超えて

もっとも高い支持を得

ました。 なお、 上位 2

つは前回と同じ言葉が

占めました。

保健や医療・福祉が充実し、
安心して暮らせるまち

22.9％

14.0％

13.3％

11.4％

11.3％

10.4％

8.7％

5.4％

2.0％

0.6％

バリアフリーやユニバーサルデザイン
を取り入れた人にやさしいまち

防災や防犯体制が整った
安全なまち

水や緑など豊かな自然を
生かしたまち

道路や下水道など都市の基盤が
整ったまち

幼児教育・学校教育・生涯学習
など教育環境の整ったまち

産業の振興による活気のあるまち

自然と街並みなどとの調和がとれた
景観に配慮したまち

地域の歴史や文化を生かし育むまち

その他

満足 やや満足 普通

やや不満 不満 不明

総合的にみた居住環境の満足度

総合的にみた健康づくりや福祉の満足度

総合的にみた教育や文化の満足度

総合的にみた地域コミュニティの満足度

0％ 100％80％60％40％20％

39.6 34.3 10.6 6.56.72.3

0％ 100％80％60％40％20％

54.8 19.7 3.7 5.213.53.1

0％ 100％80％60％40％20％

62.0 22.6 4.4 1.37.42.3

0％ 100％80％60％40％20％

63.0 17.9 3.5 6.96.22.5

0％ 100％80％60％40％20％

63.9 20.6 4.1 2.56.92.0

生活環境を５つの柱に分けて、 具体的な項目（計３８項目）

ごとに評価を伺ったところ、 柱ごとの総合的な評価ではい

ずれも「普通」 「やや不満」が多い結果となりました。 柱ご

との項目の評価結果については次のとおりです。


